
文芸サークル　すくりぃべんてぇす

二〇一一年度　大学祭企画　小冊子

すくしょなりぃ
●　企画「すくしょなりぃ」とは？
　文芸サークル「すくりぃべんてぇす」の有志が集い、すくりぃべんてぇすだけの辞書を作りました。一般の国語辞書に収録されている語句を自由に選び、それに独自の解釈をつけています。
　サークルメンバーのユーモアあふれる辞書「すくしょなりぃ」をどうぞお楽しみください。

· 「すくしょなりぃ」はジョークであり、フィクションです。そのことをご了承いただいた上でご覧下さい。
=============================================
あき【秋】

季節のひとつ。比較的涼しく過ごしやすい気候である。西条には存在しない。
あさ【朝】

伏してただ時が過ぎ去るを待て。低い屋根の下、高き天に思いを馳せよ。やがて月が沈み、日はまた昇るだろう。おまえがそこにいる限り。おまえがそこにいようといまいと。
アミューズメントさんぎょう【―産業】

パチンコ屋のこと。
いじわる【意地悪】

1 人が困るようなことをわざとするような人。
2 人を褒める言葉の一。夜に用いられる。 

いもうと【妹】

1 兄弟のうち、年下の女性
2 こんなに可愛いわけがない。
いやらしい【嫌らしい・厭らしい】

1 様子・態度などが不快感を与えるさま。 
2 性的に露骨で不潔感を与えるさま。
3 人を褒める言葉の一。夜に用いられる。
ウスバカゲロウ

1 アミメカゲロウ目ウスバカゲロウ科の昆虫の総称、またはその一種。

2 侮辱語の一。
おこのみやき【お好み焼き】

水溶きした小麦粉に好みの材料を混ぜ、鉄板の上で焼きながら食べるもの。類似した食品に、関西焼きがある。関西風お好み焼きではない、断じて。
鬼に金棒
「鬼の後頭部に金棒」の省略形。以下に強靭な鬼といえども、後頭部を金棒で殴られれば無傷では済まないことから、対人戦において後頭部への打撃がいかに有効であるかを説いている。
おろかもの【愚か者】

自らと違う考えをもつ人のこと。

がいゆう【外遊】

外国へ遊びにいくこと。日本人は詐欺や強盗に狙われ易いので十分な注意が必要である。

かがわ【香川】

四国地方北東部の件。香川というのは旧国名で現在のうどん県にあたる。
がくせいうんどう【学生運動】

ある程度の歴史がある大学で行われる伝統芸能。国指定重要無形文化財。本来は神事であったが、現在ではその意味合いは薄れ形だけが残っている。
数人の演者がヘルメット、手ぬぐい、角材などを身につけた奇異ないでたちで広場や各教室を練り歩き、拡声器を片手に「カクメー」「カイホー」などの奇声を上げながら、家内安全、無病息災を祈願する。

五十年あまりの伝統を誇るが、最近では、騒音をはじめとする演者のマナーが問題となっているほか、高齢化や後継者不足によりその存続が危ぶまれている。

かぞく【家族】

同じ家に住む夫婦・親子・兄弟など、近い血縁の人々。微笑ましい。
カップリング

1 二つのものを一つに組み合わせること。

2 譲れない戦いが、ここにある。

かね【金】

1 金属の総称。非常に重い。

2 貨幣や金銭の俗称。この上なく重い。「―は命より重い」

かのじょ【彼女】

恋人・婚約者などを指す婉曲表現。羨ましい。
カラオケ

1 歌の伴奏音楽だけを録音し、それに合わせて歌うための演奏装置。

2 時間が経つと徐々に落ち込んでいく場の雰囲気を無駄に暑く盛り上げようと苦戦する遊び。

3 数時間にわたり、マラカスやタンバリンを使って場を盛り上げようとする苦行。

かんきょうほごだんたい【環境保護団体】

エコやリサイクルと称する消費行動の普及拡大を推進し、そこから生じる利ざやを獲得しようとする団体。

かんりょう【官僚】

現実を突きつけ国民に憎まれることで生計を立てる者。

きょこうしんぶん【虚構新聞】

メディアリテラシーの教科書として著名なウェブサイト。
きりんじ【麒麟児】

1 将来を嘱望された人物。
2 特定の女性と恋愛関係になったことが無い男性。
ぎろん【議論】

自らの望む結論を導くこと。自らの望む結論にならない場合は「議論になっていない」という表現をする。
きょうせい【共生】

1 共に同じ所で生活すること。
2 ［生物］異種の生物が、相互に作用し合う状態で生活すること。
3 ［政治］いずれかの当事者が他の当事者から一方的に利益をむさぼること。寄生。
きょうそん・きょうぞん【共存】

1 二つ以上のものが一緒に生存したり存在したりすること。
2 ［政治］勢力の均衡がかろうじて保たれている状態。

クーデター

1 軍部がその武力を以て政権を奪取すること。

2 タイ王国における政権交代のための手続きのひとつ。国王の説得により沈静化し、次の段階へ進む。
クールビズ【coolbiz】

1 夏季の冷房費用低減等を目的として、半袖シャツを着用し、ネクタイやジャケットを着用しない服装。
2 就職活動を行う学生においては、長袖シャツ・ネクタイ・ジャケットを着用する服装。冬季とほぼ同一。

くみ【組】

（狭義）学校における授業単位としてのクラスを指す。
（例）「鈴は２―なのでいない」
クリスマス

1 キリストの誕生祭。十二月二十五日に行う。

2 天皇誕生日のこと。十二月二十三日48時から72時を指す。
クリスマス・イブ

1 クリスマスの前夜。十二月二十四日の宵祭。

2 天皇誕生日のこと。十二月二十三日24時から48時を指す。

グループディスカッション【group discussion】

主に学歴を基準に選考すること。ＧＤとも。
ぐんま【群馬】

関東北西部の件。上野国を管轄。日本国から向かうにはパスポートが必要、らしい。未開の地、らしい。
けいもう【啓蒙】

他者に対して思想的悪影響を与えること。
ケーキ

1 西洋風の生菓子。洋菓子。

2 一部の人にはパンの代替物となる。
ごうどうせつめいかい【合同説明会】

田舎国立大の冴えない男が都市部の女子大生に大学や個人情報の説明を求める催し。

こうむいんしゅくしゃ【公務員宿舎】

青山・広尾・白金……日本中にその名を轟かす高級住宅街。その住宅街に林立する豪邸と豪邸に挟まれるような形で、外壁にヒビの入った薄汚い集合住宅が申し訳なさそうに建っている。それがかの有名な公務員宿舎である。
コーヒー【珈琲】

1 コーヒーノキの種子を焙煎し粉にしたもの、またはそれの成分を抽出した黒褐色の飲み物。

2 悪魔のように黒く、地獄のように熱く、天使のように純粋で、愛のように甘いもの。

3 数学者が定理を生み出すための燃料。

4 夜明けに飲むと大人の階段を上ることができる。

こ-たつ【炬燵・火燵】

主として獣類を捕獲する罠（わな）の一。鋼製で、獣類が足をこれにいれると、中心の暖房装置がその足や下半身を吸い寄せ逃げられないようにする装置。強い。

こんかつ【婚活】

就職活動のうち、主に30代以上の女性が行うものを特にいう。
さいとう【斎藤／齋藤】

名字の一。全く異なる字であるにも関わらず斉藤／齊藤と混用される。
さいりょうろうどうせい【裁量労働制】

社員の労働時間を企業の裁量によって定める制度のこと。

さけ【酒】

1 アルコールを含む飲料の総称

2 魂のガソリン
鯖を読む

鯖の背中の模様を読むことによって、様々なことを占う占術の一種。生臭い。
さんぴりょうろん【賛否両論】

全員の意見が一致していない議論についていう。一人だけが賛成もしくは反対している場合も含まれる。
じ-しょ【辞書】

1 言葉という大海原を航海する舟。
2 秋、夏、春、冬の順に四季が現れる。
3 鈍器。
しせん【視線】

1 目が見ている方向。

2 他人と合わせると火花が飛び散る。

3 胸が高鳴る。これが恋なのかと思う人も多いが、九割は気のせいである。

した【舌】

食物を嚥下し、明瞭な音声を発し、味覚を感じるための器官。ある国の国民は、舌を三枚ももっているにもかかわらず、味覚は貧しい。これは世界最大の謎の一つとされる。

しみんだんたい【市民団体】

市民が労働や学業に勤しんでいるそばをこれ見よがしに大声で叫びながら行進していくことを生業とする人々の団体。

じぶんらしさ【自分―】

他の志望者と同じであること。
しみん【市民】

一定以上の教養と公共意識を持った都市生活者。日本には存在しない。
しゃかいこうけん【社会貢献】

1 社会の利益に資する行いをすること。
2 事業内容の後ろめたさを自覚する企業がそれを覆い隠すために行うこと。
しゅうしょくかつどう【就職活動】

1 職業を得るための諸々の過程のこと。特に大学新卒者のそれについていう。
2 貴重な時間や金を、インターンと称する無償労働や、面接対策などと称する社会見学・自己啓発セミナーに費やすこと。
3 ゼミや研究室を自己の怠慢により欠席する口実の一つ。

シューベルト【Schubert】

生体の被曝による生物学的影響の大きさ（線量当量）の単位。以下にその量と人体への影響を示す（目安）
１シューベルト：幻覚。ただの霧が魔王の姿に見える。
３シューベルト：幻聴。風の音が魔王の囁きに聞こえる。
５シューベルト：重度の幻覚。枯れた柳が魔王の娘に見える。
７シューベルト：50％が死亡。魔王に力ずくで連れて行かれる。
10シューベルト：確実に死亡(das Kind war tot)。
しゅようとりひきさき【主要取引先】

ここに記されている企業には頭が上がらないということ。
しょうねんほう【少年法】

子供は、法が想定しているよりもずっと狡猾でけがれている。

じょせいだんたい【女性団体】

女性とは愚かなものであるという考え方を自らの行いをもって浸透させようとする団体。

しょるいせんこう【書類選考】

主に学歴を基準に選考すること。
しんけんゼミ【進研―】

ベネッセコーポレーションの小中高校生を対象に個人学習を支援する通信教育。受講しないと転落人生を送ることになる、らしい。
しんこうしゅうきょう【新興宗教】

知能や情緒の面で劣る者を一元的に統制・管理して、それらの者から市民を保護することを目的とした民間の福祉団体。

じんぶつほんい【人物本位】

学歴を主とした評価基準を満たしていることが前提。

住めば都

帝を指す言葉。帝が住むところが都になるから。
せいじか【政治家】

理想を語り国民の人気を取ることで生計を立てる者。

せんじこくさいほう【戦時国際法】

戦時における国際法。負けた場合にのみ適用される。
せん-めつ【殲滅】

ごみやほこりをはいたりふいたりして取りのぞき、清潔にすること。
だいがく【大学】

1 高等教育の中核をなす教育機関で、専門的な学問の教授研究を行う。

2 専門的な学問を修めるという大義名分のもと、若者に四年の間社会から逃避を可能にする免状を発行している営利団体。

だいとういつりろん【大統一理論】

ヒトの三大欲求を同一の表現により統一しようとする発展途上の理論。2011年現在において、「性欲」と「食欲」、「性欲」と「睡眠欲」については、それぞれ「食う」「寝る」という表現により統一されている。

ダークサイド【dark side】

1 暗黒面

2 厨二病

3 黒歴史

4 中学時代の自由帳または日記帳
タイムカード【time card】

定時になったら押すもの。
チェリー

1 桜。桜の実。さくらんぼう。

2 未経験。魔法使いになるために必須のもの。
ちゃうちゃう

1 イヌの一品種。中国原産で、もとは食用。

2 関西方言における否定を表す語。
ちゅうがくのどうきゅうせい【中学の同級生】

二十歳になると、名前も覚えていない中学の同級生から突然電話がかかってきて、公明党に投票するように要請してくる。
ちゅうかくは【中核派】

各地の大学に古くから伝わる伝統芸能「学生運動」の保存に取り組む団体の一つ。芸能に対する考え方の違いから、他の団体との交流を断っている。

「カクメー」や「カイホー」に加えて「ホーセー」という独特の掛け声を発するのが特徴。

広島大学でも活動している様子が確認できるが、他の例にもれず高齢化と後継者不足が課題となっている。
ちゅうしんがい【中心街】

1 町の重要な施設や商店などが集中し、町の活動の中心となっている地域。

2 イオンモール（旧ジャスコ）のある場所のこと。田舎での用法。駅前のことではない。

ツイッター【Twitter】

１４０字以内の「つぶやき」を不特定多数に発信できるウェブサービス。常用者に対するストーカー行為を容易にすることで著名。
とうしょういちぶじょうじょう【東証一部上場】

東京証券取引所の第一部で株式を公開すること。賃金・福利厚生・職場環境とは関係がない。

どうてい【童貞】

まだ異性と交接していないこと。また、その人。主として男子について言う。魔法使い予備軍。
どうぶつあいごだんたい【動物愛護団体】

自らの趣味を楽しむにあたり、公金を拠出させようとする団体。

とき【時】

1 時間。過去から未来へと流れていくとされているもの。

2 退屈な授業を聞くと永遠にも感じられるが、美人と過ごすと一瞬に感じられるもの。

3 金の同義語。「―は金なり」
ど-じょう【泥鰌・鰌】

国会議員の中から国会の議決で指名し、これに基づき天皇によって任命される。内閣を組織する他の国務大臣を任命する。なお、総理府の長として所管の行政事務を担当する。
トップクラス【top class】

一番ではないということ。

ねこ【猫】
1 食肉目ネコ科の哺乳類の総称。またそれに属する小型の種を特に言う。

2 日がな一日窓際で太陽光を蓄え、冬になると主の膝を温めにくる全自動暖房器具。

3 人間の庇護欲を極度に刺激し戦意を喪失させるために開発された戦略兵器。
ねん-きん【年金】

賭けごと。ばくち。投機。

のみかい【飲み会】

1 仲間が集まって酒を飲む会。

2 大人の娯楽。　※よい子はマネしないでね。

パイ【pie】

1 小麦粉・バターなどから作った記事で、果物のアマ二や肉類を包み、オーブンで焼いた菓子・料理。

2 家庭的な戦闘具。
パソコン

1 パーソナルコンピューターの略。個人用の安価で小型なコンピューター。

2 非常に賢いが、使う側に明確な目的がなければ何もできないただの箱。

3 文筆業においては、もはや筆記用具を差し置いて、事実上の標準となっている必須の道具。

4 時として人の生活を長時間かつ習慣的に無為なものにしてしまうため、扱う上では厳重な注意を要する。
はる【春】

季節のひとつ。比較的温暖で穏やかな気候である。西条には存在しない。
ピーティーエー【ＰＴＡ】

子供を無菌室で培養しようと企てる圧力団体。
ひこくみん【非国民】

日本の戦時において、報道される世論に反する意見を主張するものに対して使われた蔑称。現在、狭義の対象に使われる「御用団体」とほぼ同義。
ふくおか【福岡】

九州地方の北部の件。筑前・筑後２国および豊前の一部を管轄。暴力団抗争で手榴弾が使用されることで有名。
ふつかよい【二日酔い・宿酔】

普段信仰心のかけらもない人間でも、神の存在をこれでもかと思い知らされる土曜日の午前。

ふはい【腐敗】

1 くさること。

2 精神が堕落して、弊害が乗ずる状態になること。

3 容姿端麗な男性を見ると掛け算せざるを得ない状態になること。特に二次元を好む。根本的に改善することはない。
フレックスタイムせい【―制】

部下の労働時間を上司の裁量によって定める制度のこと。

へいわだんたい【平和団体】

平和を標榜しつつ有象無象の主張を繰り広げることにより国際社会の縮図を体現し、一般の市民に対して世界平和実現の困難さを知らしめることを目的とする団体。

べんじょ【便所】

1 大小便の排泄を行う施設。不浄、厠とも。

2 食堂の一種。社会的に孤立している人々によって利用される。
へんたい【変態】

1 形や状態を変えること。
2 普通の状態と違うこと。異常な、または病的な状態。
3 性的倒錯があって、性行動が普通とは変わっている状態。変態性欲。
4 人を褒める言葉の一。夜に用いられる。 
ほうしゃのうおせん【放射能汚染】

1 放射性物質が農産物・人体・環境などに付着・拡散し、なんらかの障害の原因となる可能性をもつこと。 

2 放射性物質が農産物・人体・環境などに付着・拡散することを恐れるあまり、科学的・合理的思考を喪失すること。

ポプラ【poplar】

幹は直立し、短い枝が垂直方向に伸びるヤナギ科の落葉高木。樹形が美しいので、街路樹や庭園樹にされる。ちっちゃくないよ！
マイノリティー【minority】

1 少数派。属する人数の少ないほうの派。
2 無条件に優遇されるべき人々のこと。

まほうつかい【魔法使い】

1 魔法を使う人のこと。

2 強靭な精神を持った男性のみが三十年の長い禁欲生活の果てに辿り着ける涅槃の境地。
まんねんひつ【万年筆】

1 ペン軸内部のインクが毛細管現象により持続的に伝わる携帯用筆記具。

2 入学祝や成人祝などの祝い事でなにかと貰うことが多い。
3 小説家と言えばこれを想像されることが多い、文筆家にとっては憧れのアイテム。
4 大抵は高価な上に他の筆記具に比べ使い勝手は悪く、日用に不向き。故に貰っても使いどころに困る。

みず【水】

1 酸素と水の化合物。常温では液状をなし、無色・無味・透明。

2 時にアルコール成分を含んでいる。
めいたんてい【名探偵】

多くの成果を残している非常に優れた探偵のこと。事件中に突如眠りに落ち、事件を解決へと導く。その場から少年が一人いなくなっていることを誰にも気づかせない程度の能力を有している。

むち【鞭】

1 馬などを打って進ませるための竹や皮で作った細長いもの。

2 罪人を打ち、または人にものを支持するために用いる杖。

3 比喩的に、人を指導するための師や親など。「愛の―」

4 特定のプレイにおいて人々を異常に喜ばせるための必須用具。
めい-そう【迷走】

最中。

めいよきそん【名誉棄損】

他人の名誉を傷つける行為。刑法に同名の罪が規定されるほか、民法の不法行為を構成する。名誉がなさそうな者ほどこれを声高に叫ぶ。
メニュー【menu(ﾌﾗﾝｽ)】
1 献立。献立表。特に西洋料理のものをいう。
2 用意されている項目や内容。また、その一覧。
3 スタート-ボタン。
4 セレクト-ボタン。
5 △-ボタン。
6 ×-ボタン。
7 ※体験版でその操作は禁止されています。
もみじ

1 赤くなった（カエデの）木の葉
2 もっともみじめな情報システムの略。講義開始直前にようやく休講情報が掲載される。
やりがい【遣り甲斐】

賃金や待遇の貧しさから目を背け、また背けさせるための口実。
ゆうあい【友愛】

死語。
ユーエスエー【USA】

1 アメリカ合衆国(the United States of America)の略。

2 日本国(the United Slaves of America)の略。
ゆう-かい【誘拐】

　人を騙して誘い出し連れ去ること。拉致。

えてして身代金目的で行われる。注意すべ
きなのは、誘拐された人が事件の生き証人
となるため、犯人が解放を渋るのは必然と
いえること。また狂言の可能性も考慮に入
れなくてはならない。
よめ【嫁】

1 息子の妻として、その家族に迎えられる女性。
2 最愛の女性。おおよそ３カ月ごとに増える。
ラーメン【拉麺】

1 小麦粉にかん水などを加えて練り、細い糸状にしたもの。またそれを茹で、醤油や味噌などのスープや具を加えた食べ物。

2 安価な割に満腹感を得られ、インスタントの商品も充実している庶民の味方。

3 空飛ぶスパゲッティ・モンスター教における祈りの言葉。ラーメン。
りえき【利益】

①事業などをして得るもうけ。利潤。

②得になること。益になること。

③　①②のうち、とくに金銭的利益のみを指していう。この場合、他方で損失が発生していることに気付かないことがままある。
りかい【理解】

賛同すること。自らの意見に対して賛同が得られない場合は「理解が不足している」という表現をする。

れきし【歴史】

1 学問の一分野。
2 政治の一分野。日本国外での用法。
3 創作の一分野。日本国外での用法。

輪をかける

「輪」とは手錠のこと。逮捕。
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